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残留塩素低減化の実施状況報告

第８回おいしい水づくり推進懇話会

平成２２年３月２６日

更なる残留塩素濃度の低減化

１．配水区域の細分化後の残留塩素低減化試験

２．塩素多点注入導入の検討

（配水系統毎の塩素注入）

３．残留塩素濃度連続測定装置の設置

（水質自動監視装置の増設）

４．塩素注入管理及び制御の見直し

（水温別管理方法の見直し：３段階から４段階へ）

１．配水区域の細分化後の残留塩素低減化試験

１） 残留塩素濃度の低減化フロー（北船橋給水場系統）

ＳＴＡＲＴ
北船橋給水場

（出口０.９mg/ℓ：15℃以下）

給水場出口の残留塩素
①０．９mg/ℓ→０．８ｍｇ/ℓ
②０．８mg/ℓ→０．６ｍｇ/ℓ

・測定ポイントの設定
・残留塩素事前測定
・事前対策(排水、広報)

・測定ポイントでの低減効果
・０．１mg/ℓ以上の確保確認

管理目標値（15℃以下）の設定
０．７ｍｇ/ℓ又は０．６ｍｇ/ℓ通年の管理目標値

の設定

残留塩素
モニタリング

（測定ポイント）

給水栓における
残留塩素濃度目標値
０．４mg/ℓ以下
０．１mg/ℓ以上の確保

対 応

２） 残留塩素低減化試験の実施結果

０．４
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０．１２０～２５未満
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０．１１５未満

北習志野分場平成２２年３月

２５以上

０．５２０～２５未満

０．４１５～２０未満

０．３１５未満

北船橋給水場平成２２年３月

－２５以上

０．１２０～２５未満

０．１１５～２０未満

０．２１５未満

大宮分場平成２１年１２月
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０．１２０～２５未満

０．１１５～２０未満

０．１１５未満

千葉分場平成２１年１２月

０．２２５以上

０．３２０～２５未満

０．２１５～２０未満

０．２１５未満

誉田給水場平成２１年１２月

低減値水温（℃）

管理目標値
機場名実施年度
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２） 残留塩素低減化試験の実施結果

－２５以上

０．１２０～２５未満

０．１１５～２０未満

０．１１５未満

妙典給水場平成２２年３月
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管理目標値
機場名実施年度
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図 ： 残留塩素濃度低減化実施年度

3) 残留塩素低減化試験の実施予定

６２４０２１６累 計

２２１９１５６６２計

予定１沼南給水場

予定１３栗山・ちば野菊の里浄水場
船橋・松戸給水場

予定８幕張給水場

完了７北船橋・妙典給誉田給水場
北習志野分場

完了１２
誉田給水場

千葉・大宮分場

完了８柏井浄水場、園生給水場

完了４姉崎分場、市原分場

完了３北総浄水場、成田給水場

完了６福増浄水場

Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９区域数施設(系統)名

２．多点注入方式の基礎調査

・ 平成１９年度：柏井浄水場、園生給水場、誉田給水場系統

・ 平成２０年度：栗山浄水場、福増浄水場、北総浄水場系統

・ 平成２１年度：全機場を対象に低減化方策を検討

３．水質自動監視装置の増設

・ 平成２０年度：２４台

・ 平成２１～２２年度：３８台（合計６２台）

４．水温別管理方法の見直し（３段階から４段階）

・残留塩素低減化試験による管理目標値の変更にあわせ見直し

・実施系統：誉田給水場、千葉分場、大宮分場、北船橋給水場、

北習志野分場、妙典給水場系統


